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「ストレスチェックに係る改正等の説明会」を開催しました。

近年、仕事によるストレスが原因で精神疾患を発症し、労災として認定されるケースが増え
ています。そのため、働く人の心の健康を守るためのメンタルヘルス対策の重要性が高まって
います。
こうした中、労働安全衛生法の改正により、令和１０年４月１日からは、これまで努力義務
とされていた労働者５０人未満の事業場についても、ストレスチェックの実施が義務化されま
す。
そこで当署では、制度改正の内容やストレスチェックの実施方法について理解を深めていた
だくため、山口産業保健総合支援センターと連携し、「ストレスチェックに係る改正等の説明
会」を開催しました。

山口産業保健総合支援センターからは、
・ストレスチェックの具体的な実施方法
・高ストレス者に対する医師の面接指導
・センターが行っている支援内容
・制度に関する留意事項
について説明がありました。
参加者からは、ストレスチェックの実施方法や費
用のほか、山口産業保健総合支援センターの支援内
容について多くの関心が寄せられました。説明では、
ストレスチェックは専門的な知識を有する実施者が
担当する必要があることから、多くの事業場では外
部機関へ委託して実施することや、同センターが制
度導入に関する相談対応、高ストレス者への面接指
導などの支援を行っていることが紹介されました。
当署では、今後も働く人が心身ともに健康に働く
ことができる職場づくりを支援し、メンタルヘルス
対策の推進に取り組んで参ります。

説明会当日の様子

山口産業保健総合支援センター
講師

説明会では、当署の担当者から、
・働く人のメンタルヘルスを取り巻く現状
・ストレスチェック制度の概要
・ストレスチェック実施義務化の内容
について説明しました。
また、ストレスチェック制度については、

制度の目的や実施までの流れ、事業場にお
ける実施状況などを紹介しました。

←「小規模事業場ス
トレスチェック制度
実施マニュアル」ス
タートガイド

https://www.mhlw.go.jp/content/11300000/001678875.pdf
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